








緒言 

紫斑病性腎炎の予後悪化例を病初期に診断出来れば,適切な治療を行う上にも非常に有用

である。そこで,自験例をもとに予後悪化を示す初期腎組織像につき検討した結果,上皮細

胞変性の有無,動脈血管壁筋層肥厚,間質炎症細胞浸潤,半月体形成の程度に関連のあるこ

とがわかった。また,半月体の推移を検索するため,追跡生検を行い,しかも第一回生検で半

月体を示した症例で半月体,sclerosis の増減を検討した。大型で全周囲性の半月体

は,global sclerosis へと進行していく事が示唆された。以上,組織学的側面より予後に影

響を与える因子につき検討したので報告する。 


